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特別系プログラム

1日目：9月9日（金）　　第1会場

■ 会長講演	 9月9日（金）9：00 ～ 10：00　第1会場

	 司会：村上佳津美（近畿大学医学部堺病院　心身診療科　准教授）

子どもをまるごと診ていこう ―小児心療科医として子どもの人生にどう関わるか―
　小柳　憲司（長崎県立こども医療福祉センター　小児心療科）

■ 精神科レクチャーⅠ	 9月9日（金）10：00 ～ 11：30　第1会場

	 司会：山崎　知克（浜松市子どものこころの診療所　精神科　所長）

SL-1　ARMSについて

　今村　　明（長崎大学病院　地域連携児童思春期精神医学診療部　教授）

SL-2　リストカットと解離・転換症状

　宮田　雄吾（医療法人カメリア　大村共立病院　副院長）

■ ランチョンセミナー 1	 9月9日（金）11：40 ～ 12：40　第1会場

	 司会：松坂　哲應（社会福祉法人長崎市障害福祉センター診療所　副センター長）

注意欠如・多動症(ADHD)と併存する他の神経発達症―客観的評価と治療・支援
　太田　豊作（奈良県立医科大学　医学部　精神医学講座　助教）

 共催：日本イーライリリー株式会社

■ 特別講演１	 9月9日（金）12：50 ～ 13：50　第1会場

	 司会：星加　明徳（北新宿ガーデンクリニック）

胎児～乳幼児期の母子コミュニケーション
　篠原　一之（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　先進予防医学講座　神経機能学分野　教授）

学 術 集 会 プ ロ グ ラ ム
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■ シンポジウム 1	 9月9日（金）14：00 ～ 16：00　第1会場

	 司会：北山　真次（姫路市総合福祉通園センター　所長）　　　　　　

� 栗山貴久子（あいち小児保健医療総合センター　心療科　部長）

「子どもの慢性・悪性疾患における心身医療」
	
S1-1　慢性疾患における心身医療の実践

　亀田　　誠（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター　小児科　主任部長）

S1-2　悪性疾患における心身医療の実践

　岡田　雅彦（長崎大学病院　小児科　准教授）

S1-3　コンサルテーション・リエゾンにおける子どもの心の臨床医の役割
　　　　慢性・悪性疾患ワーキンググループの活動報告を踏まえて

○星野　崇啓 1），錦井　友美 2），栗山貴久子 3），小林　穂高 4）

　1）さいたま子どものこころクリニック　小児科　児童精神科，2）国立病院機構長崎病院　小児心療科，

　3）あいち小児保健医療総合センター　心療科，4）名張市立病院　小児科

S1-4　移行期の問題を心身医学的に考える

　石﨑　優子（関西医科大学　小児科学講座　准教授）

■ 研究委員会報告	 9月9日（金）16：00 ～ 17：00　第1会場

	 司会：研究委員会委員長　永光信一郎（久留米大学　小児科　准教授）

1．小児摂食障害におけるアウトカム尺度の開発に関する研究
　　―学校保健における思春期やせの早期発見システムの構築，および発症要因と予後因子の抽出にむけて―

　内田　　創，日本小児心身医学会摂食障害ワーキンググループメンバー

　Japanese Pediatric Eating Disorders Outcome: a Prospective Multicenter Cohort Study （J-PED study）

2．小児の慢性疾患や悪性疾患の治療における心身医学的アプローチに関する研究
○錦井　友美 1），栗山貴久子 2），小林　穂高 3），星野　崇啓 4）

　1）国立病院機構長崎病院　小児科，2）あいち小児保健医療総合センター　心療科，

　3）名張市立病院　小児科，4）さいたま子どものこころクリニック

	

■ 医師－心理士協働セミナー	 9月9日（金）17：00 ～ 18：30　第1会場

	 コーディネーター：大堀　彰子（帝塚山学院大学大学院　実務家教授，こども心身医療研究所）

治療において医師と心理士がどのように協力と役割分担をするかについて考える
　大堀　彰子 1），識名　節子 2）

　1）帝塚山学院大学大学院　実務家教授，こども心身医療研究所，
　2）医療法人愛燦会　発達神経クリニック プロップ　心理部部長
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1日目：9月9日（金）　　第2会場

■ ランチョンセミナー 2	 9月9日（金）11：40 ～ 12：40　第2会場

	 司会：宮島　　祐（東京家政大学　子ども学部子ども支援学科　教授）

アタッチメント形成と発達障害
　奥山眞紀子（国立研究開発法人国立成育医療研究センター　こころの診療部長）

 共催：塩野義製薬株式会社＆シャイアー・ジャパン株式会社

■ 災害関連セッション	 9月9日（金）17：00 ～ 18：00　第2会場

	 コーディネーター：日本小児心身医学会災害対策委員長　北山　真次

熊本地震に寄せて ～日本小児心身医学会としての災害時支援を考える～

1．災害対策の基本方針
　日本小児心身医学会理事長・日本小児科学会災害対策委員
　村上佳津美（近畿大学医学部堺病院　心身診療科　准教授）

2．熊本での子どもへの災害支援
　認定NPO法人NEXTEP理事長

　島津　智之（熊本再春荘病院　小児科　医長）
3．災害時の子どものメンタルヘルス対策

　日本小児心身医学会災害対策委員長

　北山　真次（姫路市総合福祉通園センター　所長）

2日目：9月10日（土）　　第1会場

■ ミニシンポジウム	 9月10日（土）9：00 ～ 10：30　第1会場

	 司会：永光信一郎（久留米大学　小児科　准教授）

「健やか親子21（第２次）の推進に向けて」

MS-1　健やか親子21（第２次）について

　高山　　啓（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課　課長補佐）

MS-2　妊産婦の視点から見た児童虐待 ―産婦人科としての取り組み―

○川名　　敬 1），荻田　和秀 2），鮫島　浩二 3）

　1）東京大学大学院医学系研究科　産婦人科学講座　准教授，2）りんくう総合医療センター　産婦人科　部長，

　3）さめじまボンディングクリニック　院長

MS-3　児童虐待とその防止 ―臨床心理士の立場から―

　髙橋　幸市（佐賀県立虹の松原学園　心理担当課長）
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■ 教育講演1	 9月10日（土）10：30 ～ 11：30　第1会場

	 司会：藤田　之彦（日本大学医学部附属板橋病院　小児科　教授）

小児から青年期の睡眠医療
　近藤　英明（済生会長崎病院　睡眠医療センター　センター長）

■ 教育講演2	 9月10日（土）11：30 ～ 12：30　第1会場

	 司会：井口　敏之（医療法人東恵会　星ヶ丘マタニティ病院　副院長・小児科部長）

栄養と心から考える子どもの『食』 ―管理栄養士からの視点―
　東山　幸恵（東海学園大学　健康栄養学部　准教授）

■ ランチョンセミナー 3	 9月10日（土）12：40 ～ 13：40　第1会場

	 司会：今村　　明（長崎大学病院　地域連携児童思春期精神医学診療部　教授）

ADHD治療における薬物療法のポイント
　野村　健介（社会福祉法人日本心身障害児協会　島田療育センター　医務部　副部長）

 共催：ヤンセンファーマ株式会社

■ 特別講演２	 9月10日（土）14：15 ～ 15：15　第1会場

	 司会：田中　英高（OD低血圧クリニック田中　院長）

精神科・心理学の美味い（巧い）ブレンド法教えます ―小児心身医療40年の経験を通して―
　冨田　和巳（こども心身医療研究所　所長，大阪総合保育大学　名誉教授）

■ シンポジウム2	 9月10日（土）15：20 ～ 17：20　第1会場

	 司会：小柳　憲司（長崎県立こども医療福祉センター　小児心療科）

「地域で子どもの心の健康をどう守るか ～五島での実践より」

S2-1　子どもの心の健康に対する地域中核病院の役割

　北島　　翼（長崎県五島中央病院　小児科　科長）

S2-2　子どもの心の健康に対する地域小児科医の役割

　井上　幸子（医療法人井上内科小児科医院　小児科医師）

S2-3　子どもの心の健康に対する地域産婦人科医の役割

　池田　陽子（医療法人社団福江産婦人科医院　理事長兼院長）

S2-4　『家庭相談員がつなぐ“しまの力”』 ～明日を生きる子どもの笑顔を求めて～

　吉原伊津子（五島市教育委員会　学校教育課　就学相談員，五島市福祉事務所　前家庭児童相談員）

S2-5　医療と福祉をどう繋ぐか～児童養護施設の現状

　中村　圭作（児童養護施設　奥浦慈恵院　児童指導員）
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■ イブニングセミナー	 9月10日（土）17：20 ～ 18：50　第1会場

	 司会：IBSワーキンググループ班長 　　　  　　　　　　　　　
� 土生川千珠（南和歌山医療センター　小児アレルギー科　医長）

「おなかがいたい」　知っていますか？～年齢・家族・医師・時代～
　IBSワーキンググループ

　土生川千珠 1），奥見　裕邦 2），竹中　義人 3），中尾　亮太 4），村上佳津美 5），柳夲　嘉時 6）

　1）南和歌山医療センター　小児アレルギー科，2）近畿大学　心療内科，3）たけなかキッズクリニック，

　4）済生会茨木病院　小児科，5）近畿大学医学部堺病院　心身診療科，6）関西医科大学　小児科

2日目：9月10日（土）　　第2会場

■ 精神科レクチャーⅡ	 9月10日（土）9：00 ～ 10：30　第2会場

	 司会：髙宮　靜男（西神戸医療センター　精神・神経科，たかみや　こころのクリニック）

SL-3　青年期発達障害者の支援

　柴原誠一郎（長崎県精神医療センター　副院長）

SL-4　児童相談所との連携における留意点

　大塚　俊弘（国立精神・神経医療研究センター　上級専門職，元 長崎県長崎こども･女性･障害者支援センター　所長）

■ 用語委員会からの提言	 9月10日（土）12：00 ～ 12：30　第2会場

	 提言者：奥見　裕邦（近畿大学医学部内科学　心療内科部門　講師）

小児心身分野における学術用語のあり方
―小児心身医学会用語委員会活動報告および提言―

　奥見　裕邦 1），小柳　憲司 2）

　1）近畿大学医学部内科学　心療内科部門（小児心身担当），2）長崎県立こども医療福祉センター　小児心療科

3日目：9月11日（日）　　第1会場

■ 小児心身医学基礎講座	 9月11日（日）9：00 ～ 12：30　第1会場

	 司会：小柳　憲司（長崎県立こども医療福祉センター　小児心療科）

1．「とりあえず昇圧薬」からの卒業　〜起立性調節障害の診方〜
　呉　　宗憲（東京医科大学　小児科　助教）

2．小児摂食障害　食べられない子どもたちの心とからだの診かた
　鈴木　雄一（福島県立医科大学　小児科）
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3．この腹痛，心身症ですか？　
　土生川千珠（南和歌山医療センター　小児アレルギー科　医長）

4．臨床の場で必要な頭痛への対応について
　神原　雪子（ゆきこどもクリニック　院長）

5．ガイドラインに沿った不登校の診かた―実践経験を交えて―
　柳夲　嘉時（関西医科大学　小児科学講座　助教）


